
６４期生 第三学年 学年通信 第８号               201７年６月８日（木）発行 

３年生   学年だより 
「一本の大根として」 ―自分と仲間の進路を見つめて― 

＜ ６月１日の感想文より ＞ 

【 １ 組 】 

自分ともっとも近い意見→Ｂ・Ｃ   自分ともっとも遠い意見→Ａ 

両親の気持ちに反対できないのはわかるけど、やっぱり自分の進路だし、自分の人生だから

自分で決めるべきだと思う。自分で決めたことなら、両親も絶対にわかってくれると思うか

ら、自分の進路は自分で決めて欲しいと思う。 

自分ともっとも近い意見→Ａ   自分ともっとも遠い意見→Ｃ 

Ｃさんの言っていることもわかります。けれども、経済的な面や家の事情を考えて発言はし

ていない気がしてならない。努力は大切です。でも努力をして、ムダだった事もあります。

勉強できない者の苦しみは、だれにもわからない。だからこそわかってほしいのだと思いま

した。世の中は甘くない、それは重々承知の上で、だから助けを求める人がいる。それに気

づいていないから、みんなが仮面をかぶっているなんて言うのかな。 

【 ２ 組 】 

自分ともっとも近い意見→Ｂ   自分ともっとも遠い意見→Ｄ 

教育補助金（奨学金）というものなどがあるので、そこからお金を借りて勉強を頑張ればい

い。勉強をして賢くなって、将来就職した時に、お金を稼いで家族を支えてあげられるよう

に、一生懸命いまのうちにたくさん勉強すればいい。 

自分ともっとも近い意見→Ｂ   自分ともっとも遠い意見→Ｃ 

しょうじきに言うのはいいけど、「負け犬だ」とかそういう言い方はないと思う。頑張って

いる人もいるから、もうちょっと言い方を変えて言ってほしいし、なんでもあたりまえはな

いと思う。 



【 ３ 組 】 

自分ともっとも近い意見→Ｃ   自分ともっとも遠い意見→Ｄ 

成績が良くないとか、合格できないとか、何十万もかかるとかわかってるんやったら、勉強

めっちゃして、お母さんにうれしい思いさせてあげたり、私立にお金がいっぱいかかるんや

ったら公立に行けるように頑張ったらいいやん。精一杯頑張ってムリやったら、働いたらい

いし、高校行けたらお母さんもその方がうれしいと思うから、とにかく今は頑張ろう。 

自分ともっとも近い意見→Ｃ   自分ともっとも遠い意見→Ｂ 

学歴があまりなかったしても、学歴をあまり必要としない仕事もある。学力があれば何かの

役には立つと思うけど、好きなことを仕事にする人は素敵だと思う。学力的な面ではなく、

技術的な面を必要としている仕事もある。 

自分ともっとも近い意見→Ｂ   自分ともっとも遠い意見→Ｃ 

努力とかしても、できない人もいると思うし、塾に行けとか言うけど、家の事情とかで行け

ない人だっていると思った。 

【 ４ 組 】 

自分ともっとも近い意見→Ｂ   自分ともっとも遠い意見→Ｂ（近いけど遠いから） 

人の良さは学歴だけでは決まらないと思う。社会が必要としているものは学歴というよりは、

基礎知識やマナー（一般的な常識）だと思う。勉強していれば、将来役に立つという考え方

は良いと思う。学歴を求めてくる固定概念の強い社会だけで社会は成り立っていないと思う。 

自分ともっとも近い意見→Ｂ   自分ともっとも遠い意見→Ｃ 

努力しなかったから勉強が出来ないって子もいるかもしれんへんけど、努力してもできんか

ったり塾にも家のつごうで行けんかったりする子もおるから自分のせいだけじゃないと思

う。若いうちに苦労して辛かったりしても、必ず将来、幸福な生活を送れるかは決まってな

いから、誰だってたぶん不安はちょっとあると思うし努力はしてると思うから、努力しない

でできる人じゃなくて、できないなりに努力している人のことを考えてあげるのも大事。 

 

 

 


